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委
員
会
が
２
０
１
９
年
７
月
に
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
調
査
結
果
を
公
表

し
た
。
対
象
は
18
歳
～
79
歳
の
個
人

25
千
人
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

で
あ
る
。
調
査
の
概
要
は
、
設
問
が

８
分
野
で
、「
金
融
知
識
・
判
断
力
」

に
関
す
る
正
誤
問
題
と
「
行
動
特

性
・
考
え
方
等
」
と
い
う
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
に
か
か
る
基
本
53
問
及
び
追

加
設
問
５
問
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

金
融
知
識
の
分
野
別
・
階
層
別
分
析
、

金
融
教
育
の
効
果
、
行
動
経
済
学
的

分
析
、
都
道
府
県
別
分
析
な
ど
が
網

羅
さ
れ
て
い
る
。

３
．
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
の
結
果

⑴
金
融
教
育
を
行
う
べ
き
と
し
た
人

は
25
千
人
の
う
ち
１
６
、７
９
２
人

い
た
が
、
金
融
教
育
を
受
け
た
人
は

実
際
に
１
、４
２
２
人
（
全
体
の
８
・

５
％
）
し
か
い
な
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
。
米
国
と
の
同
様
調
査

比
較
で
は
正
答
率
が
６
％
低
く
、
34

歳
以
下
の
若
年
層
で
は
10
％
低
い
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
特
徴
と
し
て

は
、
リ
ス
ク
性
資
産
購
入
経
験
は
２

～
３
割
で
、
約
７
割
の
人
は
購
入
未

経
験
で
損
失
回
避
傾
向
に
あ
っ
た
。

⑵
年
齢
別
正
答
率
は
高
齢
者
ほ
ど
高

く
、
経
験
を
積
ん
だ
人
ほ
ど
高
い
傾

関
す
る
知
識
や
情
報
を
正
し
く
理
解

し
、
自
ら
が
主
体
的
に
判
断
す
る
こ

と
の
で
き
る
能
力
で
あ
り
、
社
会
人

と
し
て
経
済
財
的
に
自
立
し
、
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
く
上
で
欠

か
せ
な
い
生
活
ス
キ
ル
」(

日
本
証

券
業
協
会)
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

海
外
の
多
く
の
研
究
で
も
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
が
高
い
人
ほ
ど
、
よ
り
多
く

の
資
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
、
退

職
後
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
測
定
方
法
と

し
て
は
、統
一
的
な
も
の
は
な
い
が
、

「
ビ
ッ
グ
３
」
と
い
う
尺
度
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
①
分
散
投
資
②
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
③
複
利
計
算
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
理
解
し
て
い
る
か
簡
易
的

に
評
価
す
る
こ
と
で
測
定
で
き
る
。

日
本
銀
行
内
に
あ
る
金
融
広
報
中
央

１
．
は
じ
め
に

　
従
来
、
日
本
で
は
積
立
貯
蓄
や

財
形
貯
蓄
な
ど
が
将
来
に
備
え
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
お
金
の
話
を
子
供
の
頃
か
ら

話
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
文
化
も
余

り
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
を
背

景
に
、
若
い
う
ち
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
老
後
に
向

け
た
資
産
形
成
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
安
心
で
き
な
い
大
変
な
時
代

が
到
来
し
て
い
る
。
つ
い
最
近
で

も
、
２
、０
０
０
万
円
問
題
が
話
題

と
な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
こ
で
は
生

活
ス
キ
ル
の
一
つ
と
し
て
の
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

２
．
金
融
教
育
の
現
状

　
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
「
金
融
に

静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
研
究
委
員
　
　

清
水
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
社
長　
　

　
　
　
　
　
　

田
中
　
昌
一 

氏

向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
の
正
答

率
が
最
も
低
い
（
42
・
６
％
）
結
果

と
な
っ
た
。
逆
に
金
融
教
育
を
受
け

た
人
は
、
正
答
率
や
望
ま
し
い
金
融

行
動
を
し
た
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
因
み
に
静
岡
県
の
位
置
と
特
徴
を

み
て
み
よ
う
。
正
答
率
は
全
国
５
位

と
高
い
位
置
に
あ
っ
た
。
金
融
取
引

の
基
本
知
識
の
得
点
が
高
い
こ
と
が

主
因
で
あ
る
。

　
結
論
的
に
は
、
静
岡
県
民
は
資
金

運
用
に
は
や
や
慎
重
で
あ
る
。
事
前

に
商
品
を
比
較
検
討
す
る
人
が
少
な

く
、
県
民
所
得
が
全
国
レ
ベ
ル
10
位

と
余
裕
が
あ
る
割
に
、
投
資
信
託
購

入
（
36
位
）
や
外
貨
預
金
購
入
（
30

位
）は
ラ
ン
ク
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

４
．
金
融
資
産
の
投
資
運
用
環
境

　
現
在
日
本
の
金
融
資
産
は
、
５
、

３
７
２
万
世
帯
で
１
、５
３
９
兆
円

あ
る
（
２
０
１
７
年
）。
こ
の
内
、

株
式
投
信
等
リ
ス
ク
性
資
産
の
保
有

世
帯
割
合
は
、
大
和
證
券
に
よ
る
と

全
国
平
均
で
20
・
９
％
（
２
０
１
６

年
）
で
あ
る
が
、
貯
蓄
残
高
が
３
、

０
０
０
万
円
以
上
の
世
帯
に
限
定
す

る
と
約
５
％
強
と
な
る
が
、
欧
米
と

の
比
較
で
は
平
均
の
投
資
比
率
は
ま

「
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
為
の

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
」　
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だ
半
分
以
下
と
低
い
。
金
融
知
識
が

不
足
し
て
い
る
と
リ
ス
ク
性
資
産
保

有
の
妨
げ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
有

価
証
券
投
資
が
必
要
だ
と
思
う
の
に

投
資
を
し
な
い
理
由
の
内
「
投
資
の

知
識
が
な
い
か
ら
」
な
ど
い
く
つ
か

の
理
由
は
、
金
融
知
識
の
不
足
に
よ

る
と
推
測
で
き
る
。（
金
融
庁
平
成

27
年
金
融
レ
ポ
ー
ト
）

　
ま
た
、
投
資
し
て
い
る
人
と
投

資
し
て
い
な
い
人
の
違
い
と
し
て
、

M
UFG

資
産
形
成
研
究
所
で
は
、

興
味
深
い
資
料
を
出
し
て
い
る
。
そ

れ
が
図
１
で
あ
る
。

い
は
間
違
い
が
多
く
、
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
。
ま
た
、
１
０
０
万
円
余

資
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う
運
用
す
る
か

の
問
い
に
は
、
株
や
債
券
の
知
識
が

低
い
た
め
、
リ
ス
ク
性
商
品
に
は

慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

iDeCo

や
積
立N

ISA

の
認
知
度
で

は
、
知
ら
な
い
と
す
る
学
生
が
多

か
っ
た
。（
７
～
８
割
）

　
し
た
が
っ
て
、投
資
だ
け
で
な
く
、

ロ
ー
ン
な
ど
調
達
商
品
に
関
す
る
将

来
設
計
は
勿
論
の
こ
と
、
早
く
か
ら

学
校
や
家
庭
で
の
金
融
教
育
が
欠
か

せ
な
い
。
地
域
社
会
全
体
で
お
金
の

話
や
リ
ス
ク
性
投
資
運
用
商
品
の
話

を
寺
子
屋
の
イ
メ
ー
ジ
で
小
学
生
ら

に
教
育
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
。

　
社
会
人
に
対
し
て
も
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
適
合
し
た
情
報
や
学

習
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
一
方
で
、
金
融
ト
ラ
ブ

ル
は
、
振
込
詐
欺
、
高
利
回
り
商
法

な
ど
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
の
中
、

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
抑
止

力
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６
．
ま
と
め

　
日
本
の
場
合
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

　
投
資
未
経
験
者
は
、
投
資
が
生

活
と
は
か
け
離
れ
た
「
特
別
な
こ

と
」
と
し
、
主
に
３
つ
の
ハ
ー
ド
ル

を
自
分
で
持
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
第

一
に
意
識
の
ハ
ー
ド
ル
で
は
、「
ま

と
ま
っ
た
お
金
が
な
い
」
第
二
に
手

続
き
。「
面
倒
だ
し
、
時
間
が
な
い
」

第
三
に
商
品
選
択
で
「
ど
ん
な
も
の

に
投
資
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
。
実
に
簡
単
な
理

由
で
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
、
①
そ
れ
ぞ
れ
少
額
・

積
立
投
資
を
長
期
的
に
行
う
、
②
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
を
活
用
す

る
、
③
予
め
分
散
投
資
や
リ
ス
ク
分

散
が
な
さ
れ
た
商
品
な
ら
安
心
し
て

投
資
で
き
る
、
と
い
っ
た
対
応
策
が

で
き
れ
ば
、
投
資
が
も
っ
と
身
近
な

存
在
に
な
る
。

５
．
欠
か
せ
な
い
金
融
教
育

　
次
に
筆
者
が
地
元
静
岡
県
の
某
大

学
で
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
と
同
様

な
金
融
ク
イ
ズ
（
全
５
問
、
１
問
20

点
１
０
０
点
満
点
）
を
学
生
に
回
答

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
正
答
率
は

さ
す
が
に
高
く
、
全
国
平
均
を
上
回

る
結
果
が
出
た
が
、
第
２
問
の
人
生

の
三
大
費
用
（
教
育
費
用
・
住
宅
購

入
費
用
・
老
後
費
用
）
は
何
か
の
問

の
国
際
的
な
地
位
は
決
し
て
高
く
は

な
い
。
今
後
金
融
商
品
が
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
く
中
、
投
信
運
用
の

拡
大
余
地
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
進

行
、
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
金
融
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
く
、
難
し
い
。
こ

う
し
た
中
で
、
若
年
層
の
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
か
な
い
と
、
こ

う
し
た
環
境
変
化
に
乗
り
遅
れ
る
ば

か
り
か
、
ま
す
ま
す
国
際
的
に
劣
位

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
も
金
融
教
育
を

学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
で
官
民
一
体

で
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
地
方
経
済
を
担
う
中
小

企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
者
へ
の
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
は
、
持
続
的
成
長
型

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
追
求
に
つ
な
が

る
重
要
課
題
と
な
る
。
何
故
な
ら
経
営

計
画
の
策
定
は
企
業
や
経
営
者
だ
け

で
な
く
、
そ
の
従
業
員
の
雇
用
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
か
ら
だ
。
企
業
は
人
的

資
源
で
あ
る
、
従
業
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
や
投
資
教
育
な
ど
を
含
め
た
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
役
割
が
あ

る
。
そ
の
根
幹
は
地
縁
、
人
縁
を
主
体

と
し
た
地
元
愛
の
経
営
理
念
に
他
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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